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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  23/202    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  23/202   　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月4日(2008.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重水中に溶解又は分散した被検タンパク質に冷中性子を照射し、当該冷中性子の散乱か
ら被検タンパク質の形態を測定することを特徴とする、被検タンパク質の形態変化に起因
する疾患の判定方法。
【請求項２】
　被検タンパク質の形態変化が、被検タンパク質の形状及び／又は大きさの変化である請
求項１記載の判定方法。
【請求項３】
　被検タンパク質が、生体由来の遺伝子を使用して合成されたもの又は生体から分離され
たものである請求項１又は請求項２記載の判定方法。
【請求項４】
　被検タンパク質の形態が、生体中に存在する状態と同様である請求項１～３のいずれか
１項記載の判定方法。
【請求項５】
　被検物質で処理された対象タンパク質又は被検物質を投与された動物から分離された対
象タンパク質を用いる医薬のスクリーニング方法であって、重水中に溶解又は分散した対
象タンパク質に冷中性子を照射し、当該冷中性子の散乱から対象タンパク質の形態を測定
することを特徴とする、対象タンパク質の形態変化に起因する疾患の治療薬のスクリーニ
ング方法。
【請求項６】
　対象タンパク質の形態変化が、対象タンパク質の形状及び／又は大きさの変化である請
求項５記載のスクリーニング方法。
【請求項７】
　対象タンパク質が、生体由来の遺伝子を使用して合成されたもの又は生体から分離され
たものである請求項５又は６記載のスクリーニング方法。
【請求項８】
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　被検タンパク質の形態が、生体中に存在する状態と同様である請求項５～７のいずれか
１項記載のスクリーニング方法。
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